
 

 

低平地研究会 

創立３０周年記念シンポジウムのご案内 

本年 11 月に低平地研究会は創立 30 周年を迎え、
その記念事業として 12月 2日(土)、佐賀大学に於い
てシンポジウムを開催いたします。第一部は特別講

演会で、吉竹顕彰氏（気象予報士・NHKニュースキ
ャスター）をお招きし、「気候変動と気象報道」と題

して話題をご提供いただきます。第二部では引き続

き吉竹氏にもご参加いただき、4 名のパネリストと
共に「豪雨災害とこれからの低平地との付き合い方」

というテーマでパネルディスカッションを行いま

す。シンポジウム終了後には意見交換会を開催いた

します。 
参加申し込みは、チラシ・ウェブサイトにて案内

のフォームまたはＥメール:lora@lora-saga.jp より 
承ります。会員の皆様のご参加をお待ちしています。 

 

環境専門部会 

ASIAN Collaborative Seminar Program for 
Smart Lowalndの開催 

9月 4日(月)～8日(金)に、インドネシアのハサヌ
ディン大学において、ハイブリッド形式で開催いた

しました。今回から追加した“Smart Lowland”は、
いわゆる情報化という意味も含みますが、より賢い

低平地の利用へ、を目標としています。参加大学は

例年参加のインドネシアンのハサヌディン大学、ラ

ンブンマンクラット大学、ベトナムのカントー大学

に加え、インドネシアのサムラトランギ大学、新し

く学部間協定を締結したタドゥラコ大学でした。各

大学から 10 人の講師が話題提供し、学生・研究者
が聴講者として参加しました。参加人数は 137名で、
そのうち本学からは 5名の日本人学生も参加しまし
た。今回の参加者は学生への情報提供だけでなく、

教員間の情報交換にもなり、有用な機会でした。 
2023年 1月から、本学では戦略的パートナーシッ

ププロジェクトが開始されました。その中でハサヌ

ディン大学との交流深化が進められており、これが

更なる低平地研究の発展に貢献できれば幸いです。 

 
グループディスカッションの様子 
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低平地研究に関する豆知識 -その 38- 

「インドネシアの低平地」 

 各国の低平地の中でもオランダは有名ですが、イ

ンドネシアのカリマンタン島にある南カリマンタ

ン州の低平地に着目し、地理的特徴、農産業文化に

おける佐賀低平地との共通点、課題を紹介します。 
 大規模河川のバリト川を始めとした河川流域に

広大な低平地が拡がり、隣接州まで含めるとその低

平地は 150km×100kmの規模です。バリト川は干潮
河川で、河口から 70km程度の上流側まで潮汐変化

の影響が及び、典型的な低平地河川の様相をもちま

す。また、河川水は多量の土砂を多く含んでいるた

め、その堆積によって同地の低平地が形成されたこ

とが窺えます。この土砂に加え、地下には未分解の

植物に由来する、泥炭層を主体として軟弱地盤が形

成されています。 
 このような環境において、1970年ごろから広大な
湿地の農業地への改良が進められました。図のよう

なフォークシステムが広く採用され、水門操作など

を必要とせず、潮汐変動を利用して河川水を取水・

排水できる構成でした。有明海ほどの潮汐変動では

ないですが、潮汐によって河川水面が上昇し、その

間に取水する様はアオ取水とも言えます。 
 このように、同地では共通点が見られ、さらに未

開発の領域も多いことから、よく観察すると佐賀低

平地のかつての姿が存在していると考えられます。 
しかし、現在では泥炭層に関連する重大な課題が

生じています。1990年代中頃から進められた大規模
開発によって泥炭層が地上に暴露されやすくなり、

さらに地下水位低下によって泥炭層が乾燥し、乾期

には地下火災から延焼した森林火災が発生してい

ます。また、農地では泥炭層に含まれるパイライト

が酸化され、硫酸が灌漑用水路に供給されることに

より用水の pHが 2～3を示しています。その結果と
して、用水の鉄濃度が高く河岸の草が鉄色に着色さ

れており、土壌荒廃が進行している証左として現れ

ています。灌漑用水の課題は食料生産に関連するの

で、現地大学ではも課題解決に向けた研究が進めら

れています。 

  

図 フォークシステム(左)と鉄色の水路底泥(右) 
（三島悠一郎：佐賀大学理工学部） 

地域創生専門部会 冊子刊行 

「佐賀の歴史 第二部―佐賀の中世史編」 

 近日中に刊行予定です。

冊子ご希望の方は事務局

までＥメールでご連絡く

ださい。※会員無料 
【本書の内容】 
平安時代末から鎌倉時

代・室町時代・戦国時代

において、この肥前の地

における豪族達の栄枯盛

衰の物語とその裏でもた

らされた肥前陶磁器の歴史がある。文永の役と弘安

の役の二つの元寇や豊臣秀吉の文禄慶長の役、そし

て、天草の乱や潜伏キリシタンという日本の中世の

対外関係史と国内の肥前陶磁の生産とが歴史的な

要因に深く関わりあっていることはあまり知られ

ていない。 
（大矢野栄次：久留米大学名誉教授） 

 

盛土専門委員会の活動紹介 

低平地研究会の主な活動の一つは、軟弱地盤対策

です。有明粘土という取り扱いの難しい高含水比、

高圧縮性の沖積粘土を抱える地域技術者にとって

は、この課題は避けて通れません。軟弱地盤のグル

ープ研究の一つとして、盛土委員会の活動を紹介し

ます。 
本会の狙いは、蓄積された情報の共有化、次世代

への技術伝承、地域インフラの長寿命化（カーボン

ニュートラルへの努力）です。 
3年間にわたって纏められた成果は、「固結工法に

よる軟弱地盤上道路盛土の調査・設計・施工・管理

の手引き（案）」（佐賀県県土整備部・NPO法人技術
交流フォーラム）として間もなく出版され、関係者

に無料配布されます。 
委員 18名、アドバイザー4名、外部査読者 3名か

ら出された経験・工夫・知恵が詰まっており、有明

海沿岸道路をはじめ県内の道路づくりに役立つも

のと確信しています。（三浦哲彦） 
 

 

編集後記 

 今年の夏は異常なほど暑かったです。インドネシア滞在中

の体感は、日中クーラーの効いた室内で過ごし、日が沈むと

屋外でも涼しさを感じました。今年の厳しい暑さを比較する

と日本の夏に軍配を上げたくなります。 
編集：三島悠一郎、後藤、武富（lora@lora-saga.jp） 
巻頭写真：中尾亮太（佐賀大学理工学部都市工学部門） 


